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本稿では、韓国におけるフィリピン人女性1に焦点を当てながら、彼女たちが

どのように韓国社会に参加 し、その中でも教育活動にどのように関わっている

のかを、在目フィリピン人女性 との比較の視点を持ちなが らその意義を明らか

にすることを口的としている。筆者は、川崎市ふれあい館を拠点とする在日フィ

リピン人女性たちの地域教育活動か らフィリピン人女性の主体性確 、kとコミュ

ニティ形成について在日コリアンとの関係で分析を試みていたが2、 このよう

な在 日フィリピン人女性の社会参加 と教育について考えるIlIで、 日本と同じく

フィリピン人女性の国際結婚が多い韓国では、 どのような戦略を用いなが ら彼

女たちが地域で生活 しているのか、それをみることによって、地域多文化教育

における日韓の相違をも明らかにできると考えた。

1.韓 国の多文化教育における外国人女性の位置づけ

韓国では、2000年 半ば以降の積極的な多文化政策の確立 ・実施により、外国

人の社会参加制度が進んでいる。地方参政権の付与のみならず、教育において

も 「グローバル人材」として多文化家庭の子どもが注 目される一方で、外国人

女性たちも韓国の多文化教育の現場で活躍する場面が増 えてきている。教育を

うける対象としてではなく、アクターとして活躍することが多文化教育政策の

中で可能 となっている。

(1)多文化教育のパラダイム転換

2006年 に当時の教育人的資源部が 「多文化家庭子女の教育支援対策」を発表

して以来、中央多文化教育センターによる教材 とプログラム開発、市道教育庁
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への多文化教育支援などを推進してきたが、2012年の3月 にすべての子 どもを、

多様性を理解する 「創意的グローバル人材」とすることを掲げた 「多文化学生

教育先進化方案」が出された。外国につながる子 どもたちが増加 し続けている

状況の中で、多文化家庭の子ども、呼び寄せの中途入国子女など、多様化 して

いる子どもたちの特徴に合わせた教育を実施し、公教育のIIIでいかに包摂 して

い くのかを、今後の多文化教育政策の大 きな柱であるとした。具体的な内容は、

次の6つ 一①多文化学生が公教育に入ることを支援するための予備学校及び多

文化コーディネーター運営、働韓国語教育課程(KSL)導 入及び基礎学力の責

任指導強化、③多文化学生3と一般学生が一緒に学ぶバイリンガル教育の強化、

④多文化学生の進路 ・進学指導の強化、⑤多文化親和的学校の環境造成、⑥一

般学生と保護者に対する支援強化一である。

また、発表直後の同年5月 には、ソウル大学に委託していた中央多文化教育

センターが国家平生教育振興院へと移り、振興院の巾央多文化教育センターが

今後の多文化教育政策を推進 してい く。研究中心だったセンターの機能が振興

院に置かれることによって、現場 とのネットワーク ・連携が強化され、それま

で平生教育の領域で実施してきた多文化関連事業をもより総合的に推進される

可能性が出てきた。

中央多文化教育センターの多文化チームは職員7人 で構成され、駆け出しの

段階ではあるが、大 きく3つ の事業を担 うこととなる。

〈表1>2012年 度中央多文化教育センター運営事業

中央多文化教育 センター支援事業

1.多 文化理解教 育のための教 員遠 隔研修課 程の開発

2.多 文化学生 のための教 師用 マニュアル開発

3.多 文化学生 の進路 ・進学 の相談補助 資料 の開発 と

普及

4.多 文化教育指 導教 育庁担 当者 ワークシ ョップ

5.多 文化に関する認 識を広 めるための優秀事例 公募

6.多 文化教育関係者協議 会運営

7.中 央多 文化教 育セ ンターのHP構 築 と運営

多文化家庭学父母(保 護者)教育

支援事業

8.多 文化家庭の学父母教 育の強化事業

9.多 文化家庭の保護者のための案 内資料の制作 と配布
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10.多文化家庭 の保護者の ため の入学 手続の案内資料

の 開発 と普及

11.多文化担 当 コーデ ィネーターの研修 プ ログラムの

開発 と運営

出典:国 家平生教 育振興院中央多文化教育セ ンター の概要 よ り(2012年7月31日 付).今

年度 は上記の13事 業 の中で7つ に絞 って推進する予定であ る。

この3つ の事業の中で多文化家庭 の保護者を対象とした教育支援事業は、

2009年 から多文化家庭平生教育事業として取 り組んできた事業4で 、今年度の

場合は、13の 広域自治体の大学や市民団体、図書館などの機関によるプログラ

ムへの支援が決 まっている。他の2つ の事業は、それまでの中央多文化教育セ

ンターの事業に加えて、新 しい方案の大 きな方向性である 「公教育への包摂」

を目指す事業である。多文化コーディネーターの場合、全国に26人 が教育庁に

配置される予定だが、不就学 ・未就学の子どもたちを掘 り起 し、家庭と学校を

つなげて呼び寄せの子 どもや未登録(オ ーバーステイ)の 子 どもたちを学校に

入学させることが大事な業務の1つ となる。

この2012年 の方案 は、いわゆる 「疎外階層」としてきた多文化学生を 「多様

な学生たちの中のひとつ」とするとともに、その対象においても、国際結婚家

庭 と呼び寄せの子 どもなど、より対象 を拡大し、そういう多様な学生たちを 「公

教育」の中に位置付けるなど、今までのパラダイムを変えるものであったD。

今後の多文化教育政策の軸 となる 「多文化学生教育先進化方案」は、中央多

文化教育センターと各地域の教育庁、平生教育機関などとの連携を通 して進め

ていくこととなるが、外国人を積極的に教育場面に位置づけ、活躍の場所を提

供 しているのは、方案にも明記されていたバイリンガル教育と関連深い。

(2)多文化教育を担 う人材 としての外国人女性

バイリンガル講師の養成は、2008年8月 に教育科学技術部が市道教育庁と共

同で構想した 「多文化家庭学生の力量強化のための教育支援方案」計画を受け

て始まったもので、今回の方案にもバイリンガル教育をより活性化 していくこ
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とが主な政策の1つ と規定されていることもあ り、①講獅 の拡大 と養成の体系

化、②講師の質を高めること、③段階別のバイリンガル教育のテキスト開発 と

普及の支援、韓国人と外国につながる多文化学生が一緒に学ぶ④バイリンガル

教育の機会提供や、⑤バイリンガルキャンプの開催が提示 されている。バイリ

ンガル講師の場合は、主に外国人女性たちを対象に母語を活かして社会に参加

で きる制度であ り、方案では、2011年 の125人 から2015年 までに1254人 に増

や し、地域も現在のソウル近郊の首都圏から全国へ と広げてい く予定であると

している。ここでは、2009年 から大学付属の韓国多文化教育研究院でバイリン

ガル講師の養成課程を開設 している京仁(キ ョンイン)教 育大学の事例をみて

みよう。

小学校教員養成大学である京仁教育大学は、2009年 に韓国多文化教育研究

院6を設立 し、同年からバイリンガル講師養成課程(募 集人数40人)を 始め、現

在は4期 目に入っている。

本課程は、①教養科目(韓 国の家庭生活 と文化、韓国の伝統文化 と現代文化、

韓国の歴史 ・社会理解、音楽を通 した文化理解教育、童話口演(資 格課程)、美

術相談心理(資 格課程)な どの34単 位)、 ②教職科 目(授 業設計及び授業の指導

案作成と授業観察、韓国の学校教育体系の理解、多文化教育のための教材研究、

多文化教育のための指導法、授業実習などの26単 位)、③韓国語科目(韓 国語教

授法、韓国語理解論、韓国の言語と文化、韓国語文法教育などの22単 位)、④裁

量活動(8時 間)な どを1年 問(年900時 問、週5日)に かけて履修し、修了時に

は総長名義の修 ∫証が与えられる。

初期の登録費(5万 ウォン)以 外は全額無償で行 うもので、教育科学技術部が

支援 し、京畿道教育庁の委託を受けて実施する。韓国語と出身国の言語が可能

な外国人をバイリンガル講師として養成し、課程を終えた後は教育庁 と連携 し

て小学校で働 くという就職と連携 したシステムを持っているところが大きな特

徴の1つ である7。課程に応募するための資格は、韓国で在住 している結婚移民

者で韓国語のできる人、就職するためのビザを持つなど就職に欠格する事由の

ない人、短大卒業以上、週5日 の全日制の授業に出席できる人となっている。

今までの実績をみると、2009年 に修了した第1期 生35人(中 国20人 、日本6
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人、モンゴル5人 、ベ トナム1人 、マレイシア2人 、台湾1人)が2010年9月 から、

2010年 修了の第2期 生34人(中 国20人 、日本6人 、モンゴル3人 、タイ1人 、ベ

トナム1人 、ウズベキスタン2人 、キルギスタン1人)が2011年9月 から京畿道

の小学校に配置 されている8。ほとんど1校 に1人 が配置され、多 くが全 日制で

働いている。仁川地域の場合は、2011年 に募集を行い(修 ∫は38人)、2012年

から仁川地域の小学校で活動 している9。教育庁 との連携で進めている事業で

あるだけに、養成 と研修は大学が、講師としての就職は学校 とのマッチングで

可能にすることで、確実に就職に繋がっている。それに、学校の需要に応 じて

養成する講師の数を調整 している関係で、仁川地域は現在募集 していない。

学校配置後は、多文化家庭の学生に対 しては、①親の母国語教育、②学校生

活への適応を助けること、③韓国語能力の増進、④相談活動で自信と誇 りを持

つようにすることを、一般家庭の学生には、①文化理解教育、②第二外国語教育、

③多文化社会に対する偏見を解消することを、多文化家庭の保護者には、相談

や通訳、学校からの案内の翻訳を、一般家庭の保護者と先生には、文化理解教

育 と外国語教育を実施することが期待されているlo。実際には一般学生対象の

放課後外国語教育や、多文化家庭学生対象の文化理解教育、相談、教科教育、韓

国語教育、バイリンガル教育、放課後教科教育、放課後韓国語教育、放課後バイ

リンガル教育など、外国につながる子 どもを対象とした活動がより多様に実施

されているll。

課程を履修 した後は、就業管理 としてフォローアップをしている。「第1期 バ

イリンガル教授教員就業管理」の内容をみると、活動 しているバイリンガル教

授要員と配置学校の管理職 と多文化担当の先生に対する事後指導 と就業管理の

ために、満足度調査(配 置校の管理職、担当教師、バイリンガル教授要員)、バ

イリンガル教授要員配置校への訪問モニタリング、バイリンガル教授要員職務

研修(上 半期 ・ド半期)、 管理職と担当教師のワークショップ(配 置前はオリエ

ンテーション、配置後は活用実態と服務関連)を 行い、体系的な運営管理だけ

でなく、配置校の管理職 と担当教師対象のワークショップ、バイリンガル講師

の研修を実施するなど、その質向上を図っている12。

各学校にほとんど1人 しか配置されていない関係で、その学校に在籍 してい
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る子どもたちにつながる言語を全部提供することが困難なことや、雇用が持続

されるかどうかがまだ不明確であること、学校の中でどういう役割を担 うのか

がまだ曖昧であることなど、課題も多いようだが、教育だけでなく就職と連携

している点は、それまで福祉的視点から受動的に恩恵を受ける側に位置付けら

れがちであった外国人女性たちが母語や母文化 を学校で教えるという、彼女た

ちならではの能力を充分に発揮できる制度として実際に動いているところは多

いに評価できると思う。

このようなバイリンガル講師は、外国人女性が学校という公的な場で講師の

立場で教育に携わることによって、韓国人の子どもには多様な国の文化や言葉

の学習を通して多文化に関する知識や理解 を深めることが可能とな り、外国に

つながる子どもは、母親の出身国の文化や言葉を学ぶことができるとともにア

イデンテ ィテ ィの形成に良い影響 を与えることができるであろう。

ただ、2011年7月 現在の京畿道地域の多文化家庭学生の国家別の児童数をみ

ると、[本108人 、中国319人 、ベ トナム44人 、フィリピン114人 、モンゴル27

人など、728人 の子 どもが在籍 している13というが、2番 目に多いフィリピン出

身の女性は、第2期 バイリンガル講師養成課程に合格者が1人 いたものの、修了

していないために学校に配置されていない。京畿道地域に国際結婚 したフィリ

ピン人や子 どもたちが多いにも関わらず、フィリピン人女性は100人 を超える

修了者の中に1人 もいないのである。

在 日フィリピン人女性の場合、川崎市ふれあい館の事例11をみても、地域教

育活動の中でフィリピンの言語や文化を子どもたちに伝えるための活動がみら

れるが、京畿道地域に限ってみたときに、バイリンガル講師として活躍する場

合は所見の限りほとんどみられないのである。それは、韓国社会で生活 してい

く上でフィリピン人女性たちが違う文脈の中で違う戦略を立てていることにも

由来するのである。まずは、在韓フィリピン人の現況か らみてみよう。

2.在 韓 フ ィ リピ ン人女性 の現 況

行 政 安 全 部 が2012年8月 に発 表 した 「2012年 地 方 自治 団体 外 国 人住 民 現 況 」

(2012年1月1日 現 在)15に よ る と、 外 国 人 住 民 は1,409,577人 に上 り、 全 人 口 の
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2.8%を 占 め て い る。こ の 中 で 、 国 際 結 婚 で 入 っ て くる 人 々 は、 婚 姻 帰 化 者 が

76,473人 で5.4%、 結婚 移民 者(韓 国 国籍 を持 た な い)が144,214人(10.2%)で 外

国 人 住民 の15%に あ た る 。国籍 別 に み る と、 韓 国 系 中 国 人 を含 む中 国が 最 も多

い781,616人 で 、 在韓 外 国 人 の 半数 を超 え て い る 。そ の次 はベ トナ ム162,254人 、

フ ィ リ ピ ン59,735人 、 日本38,560人 へ と続 い て い る。フ ィ リ ピ ン人 は在 韓 外 国

人 の 中 で 三番 目に多 い の で あ る。

(1)フ ィ リ ピン人 女 性 の韓 国社 会 へ の流 入

フ ィ リ ピ ン人 女 性 が 韓 国 に 入 っ て くる ル ー トは、 就 業 目的 の労 働 者 や エ ン

ター テ イ ナ ー で来 る場 合 と結 婚 に よ る場 合 の大 き く2つ が考 え られ る 。

在 日フ ィ リピ ン人 の場 合 、女 性 が 圧 倒 的 に多 く、 エ ンタ ー テ イ ナ ーか 結 婚 で

入 る こ とが ほ と ん どだ が、 韓 国 で は、2012年1月 現 在 の フ ィ リ ピ ン人59,735人

の 中 で勤 労 者 が26,855人 で あ り、労 働 者 と して 入 っ て きて い る こ とが最 も多 い 。

そ れ に、 フ ィ リ ピ ン人男 性 の割 合 が 日本 よ り高 く、 工 場 な どで 働 く労 働 者が ほ

とん どで あ る。女 性 の場 合 は、 米 軍 基 地 周 辺 のバ ー や ク ラブ で 働 く場 合 と、 工

場 労 働 者 や 家 事 労 働 者 な どの 労 働 者 で働 く場 合 とが 考 え ら え る。エ ン ター テ イ

ナ ー の場 合 は 、就 業 目的 で フ ィ リ ピ ン人 が韓 国 に入 っ て くる1977年 か ら、そ れ

は ギ に エ ン ター テ イナ ー と して の 入 国 で あ っ た16。韓 国 の 外 国 人 エ ン ター テ イ

ナ ー は 旧 ソ 連 出 身 の 女 性 と フ ィ リ ピ ン人 女性 が ほ とん ど だが 、2004年 の 統 言i

に よる と、行 楽 産業 で従 事 す る労 働 者3,104人 中 フ ィ リ ピ ン人 は2,068人 で最 も

多 く、女 性 の 中で も1,660人 で一 番 多 い17。ま た、2006年 に 日本 で興 業 ビザ が 厳

格 化 さ れ た こ と もあ っ て、 日本 の代 わ りに韓 国 を選 択 す る女 性 が 増 え て い る こ

と も考 え られ る18。家 事 労 働 者 の 場 合 、 日本 と同様 、フ ィ リピ ン人が 合 法 的 に家

事 労 働 者 と して働 け る の は 雇 用 主 が 外 国 人 で あ る 場 合 の み で あ るly。 しか し、

近 年 英語 教 育 が 熱 心 な韓 国社 会 の状 況 を反 映 し20、そ れ まで朝 鮮 族 の 女 性 が ほ

とん どだ っ た 家事 労 働 の領 域 に フ ィ リピ ン人 女 性 が 参 入 してい る21。

そ して 、結 婚 で 入 っ て くる場 合 で あ る が、2012年 の外 国人 住 民 の 現 況 にお い

て 、 フ ィ リ ピ ン人 は 結 婚 移 民 者8,292人 、 婚姻 帰 化 者5,134人 で 在韓 フ ィ リ ピ ン

人 の2割 が 結婚 で韓 国 に 入 っ て きて い る 。
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〈表2>国 家別国際結婚件数(2003年 ～2011年)

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

国際結婚総件数 24,776 34,640 42,356 38,759 37,560 36,204 33,300 34,235 29,762

韓国人男性と外国人女性 1$751 25,105 30,719 29,665 28,580 28,163 25,142 26,274 22,265

中国 13,347 18,489 20,582 14,566 14,484 13,203 11,364 9,623 7,549

ベ トナ ム 1,402 2,461 5,822 10,128 6,610 8,282 7,249 9,623 7,636

フ ィ リピ ン 928 947 980 1,117 1,497 1,857 1,643 1,906 2,072

日本 844 809 883 1,045 1,206 1,162 1,140 1,193 1,124

カ ンボジア 19 72 157 394 1,804 659 851 1,205 961

タ イ 345 324 266 271 524 633 496 438 354

ア メ リカ 322 341 285 331 376 344 416 428 507

モ ンゴ ル 320 504 561 594 745 521 386 326 266

その他 1,224 1,158 1,183 1,219 1,334 1,502 1,597 1,532 1,796

出典:行 政安全部多文化社会支援チー ム「2012年地方 自治団体外 国人住民現 況調査結果」

(2012年8月)よ り,

〈表2>か ら分 か る よ う に、 韓 国 人男 性 と結 婚 した外 国 人女 性 はlll国 とベ トナ

ム に続 き、 フ ィリ ピ ン人 女 性 が 三 番 目 に多 い 。2000年 代 半 ば か らベ トナ ム 人女

性 が 急 激 に増 えて い るが 、 フ ィ リ ピ ン人 女 性 の 場 合 は横 ば い の状 態 で は あ る も

の の 、 持 続 的 に増 加 して い る こ とが み て とれ る。日本 と 同様 、 在 韓 外 国 人 に お

い て も、国 際結 婚 に お い て も、フ ィ リピ ン人 は上 位 を 占め てい るの であ る。

近 年 は 、 今 まで 欧 米 中 心 で あ った 語 学研 修 や 早 期 留 学 の 地 と して フ ィ リ ピ ン

が 注 目さ れ、2000年 代 後 半 か ら は韓 流 とい う韓 国 文 化 の フ ィ リ ピ ンへ の 流 入 、

セ ブ ・パ シ フ ィ ッ クの 就 航 に よっ て フ ィ リ ピ ン と韓 国 の 距 離 が 随 分 近 くな り、

フ ィ リ ピ ン にお け る韓 国 の プ レゼ ンス も強 くな る 一 方 で あ る22。

(2)在 韓 フ ィ リ ピ ン人 女 性 の 特 性

この よ う に、 韓 国 に入 っ て くる フ ィ リ ピ ン人 女性 た ち の特 徴 を、 在 日 フ ィ リ

ピ ン人 と比 較 しな が ら取 り上 げ る と、以 ドの とお りで あ る。

第 一 に、「エ ンタ ー テ イ ナ ー=フ ィ リ ピ ン人 女 性 」とい う社 会 的 認識 が韓 国社

会 で は 日本 に比 べ て弱 い。 日本 の場 合 、 エ ン ター テ イナ ー と して入 っ て きて 日

本 人 男 性 と結 婚 す るケ ー ス が 多 くみ られ 、 結 婚 生 活 を して い く上 で も 日本 人 夫
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の家 族 が 偏 見 を持 っ て い る こ とが 多 く、 こ うい っ たス テ レオ タ イ プ に対 抗 す る

こ とが 、 在 日フ ィ リ ピ ン人 女性 の 主 体 形 成 に大 きい役 割 を果 た して きた23。 こ

れ に比 べ て 、韓 国 で は エ ン ター テ イ ナ ー の フ ィ リピ ン人女 性 は米 軍 を相 手 に し

て い る こ とか ら、韓 国社 会 にエ ンタ ー テ イ ナ ー と して の フ ィ リピ ン人女 性 の イ

メ ー ジ は一 般 化 して い な い。

第二 に、 国 際結 婚 をす る経 緯 か らみ た と きに、 専 門業 者 を介 して の結 婚 以 外

に、 宗 教(統 一 教 会2う や 恋 愛 結 婚 が 多 くみ られ る25。韓 国 に統 一 教 会 で 入 っ て

くる外 国 人女 性26は 、日本 人 に続 き、フ ィ リ ピ ン人が 多 い。国際 結 婚 をす る た め

に統 一教 会 にい くケ ース もみ られ27、 韓 国 人 男 性 との結 婚 が近 年増 えて い るベ

トナ ム 人 女性 が 業 者 を通 じた もの で あ るの に対 して28、 宗 教 や 恋愛 結 婚 で 入 っ

て くる 人 が他 の外 国 人女 性 に比 較 した場 合 多 い と思 わ れ る。

第 三 に 、 フ ィ リピ ン人 は他 の外 国 人 に比 べ て早 い時 期 に韓 国社 会 に入 って き

た こ とや 、 カ トリ ッ ク教 会 を 中心 に291990年 代 か らフ ィ リ ピ ン人 コ ミュニ テ ィ

が形 成 され 、 そ うい っ た ネ ッ トワ ー ク の上 に 、新 し く入 っ て きた女 性 た ちが コ

ミュ ニ テ ィ を作 り、 必 要 な情 報 や 支 援 を得 る こ とが み られ る。日本 も、 教 会 を

中心 に フ ィ リ ピ ン人 女 性 た ち の コ ミ ュニ テ ィが 形 成 され 、 そ こ か ら様 々な 活

動 を して い る組 織 が み られ る が 、 韓 国 に も教 会拠 点 の コ ミュ ニ テ ィ形 成 と し

て 、 ソ ウ ル市 の恵 化 洞 に あ る教 会 を 中心 と した恵 化 フ ィ リピ ン人 コ ミュ ニ テ ィ

が そ の代 表 的 な例 の1つ で あ る。結 婚 移 民 者 の 場 合 は、2001年 に仁 川市 に フ ィ

リ ピ ン 人女 性 キ ム ・フ ェが 韓 国 人 と結 婚 した フ ィ リ ピ ン人 の た め の 親 睦紅 織

「フ ィ リ ピ ン人 ・韓 国 人 配偶 者協 議 会(FillipinoKoreanSpousesAssociation:

FKSA)」 を組 織 し、 相 互扶 助 の コ ミュ ニ テ ィを つ く り、そ こか ら韓 国社 会 に必

要 な情 報 を得 た り、お 互 い を支 え合 った りす る こ とが み られ る311。

ま た、 第四 に 「帰 化=日 本 人 」とい う意 識 が 強 い 日本社 会31に 比 べ る と、韓 国

で は結 婚 移 民 で入 っ て きた女 性 た ちが 国籍 を取 得 す る こ とに心 理 的 壁 が 低 い と

思 わ れ 、 そ うい っ た 国籍 の壁 が な い分 、 女 性 た ち の社 会進 出が 非 常 に活 発 で あ

る32。代 表 的 な の は、2012年4月 に セ ヌ リ党 の 比 例 代 表 と して 国 会 議 員 とな っ

た イ ・ジ ャ ス ミンや 、安 山市 で警 察官 と して働 い て い る ア ナ ベ ル ・カ ス トロ33な

ど、多 文 化 政 策 の 展 開 の 中 で、 彼 女 た ちが 社 会 に参 加 して い く制 度 的枠 紅 み も
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増え、その中で公的な場に進iiiし活躍 していることがみられる。

最後に、「英語Plを 全而的かつ積極的に出して、韓国社会におけるフィリピ

ン人女性の地位を作 り出していることである。先述 したように、京畿道地域 を

みた場合、バイリンガル講師に活躍している外国人女性の中に、地域にフィリ

ピン人女性が多いにも関わらず、ほとんどみ られなかった。それは、タガログ

語やフィリピン文化を了どもたちに教えようとする在 日フィリピン人女性たち

とのそれとは違うものであ り、英語教育に熱心な韓国社会の英語教育市場に彼

女たちが参入できるという側面からのものである。ソ ・ウンドクの研究による

と、フィリピン人女性は他の外国人より学歴が高い35という調査結果 もみられ

るが、フィリピン人女性が他の外国人女性に比べて経済的 自立度が高い36とい

うことも、彼女たちが英語講師として韓国の教育市場に関わることができると

いう現状から導き出されるものである。

3.在 韓 フィリピン人女性の定住戦略
一教育 との関わ り方か ら一

在韓フィリピン人女性たちの韓国社会における定住戦略は、フィリピンが英

語を共用語 とし 「英語」を資源として持っていることや、1990年 代の加速化し

た英語教育によって英語教師の数が不足した結果、そこにフィリピン人女性た

ちが英語講師として幼稚園などで教えるという、彼女たちの韓国社会における

社会参加の在 り様とも関連があるとみられる。

(1)英語教育市場に参入 していく在韓フィリピン人女性

韓国の英語教育 市場は、1990年 代後半以降に金泳三政権が 「世界化戦略」を

打ち出したことに触発され、英語教育の重要性が高まってきた。当時の教科部

は、1994年 に国際化教育推進総合計画重点課題を選定し、翌年に外国語教育の

強化と世界化教育の強化を推進 してい くこととなる。同時期に学校にネイティ

ブ ・スピーカー(韓 国では 「原語民」という)を 入れ、活用することが見られ始

める。つまり、1995年 からネイティブ・スピーカーを活川してい く事業が始 まっ

た。
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このEPIKプ ロ グ ラ ム(EnglishPrograminKorea、 原 語 民 英 語 補 助 教 師 選

抜 支 援)37は 、2008年 に発 足 し た李 明 博 政 権 が そ の事 業 を 拡 大 し て い るが38、

EPIKの 応 募 資 格 は、 イ ギ リ スや ア メ リカ、 カナ ダ な どの7つ の 国の 市 民 であ る

こ と、 英 語 が母 国語 の 国 で 中等 学校7年 生 か ら教 育 を受 け滞 在 期 間が10年 以 上

で あ る 人 で 、永 住 権 や 市 民 権 を もつ 同胞 も英 語 でIll等学 校 の教 育 を受 け た こ と

が証 明 で きれ ば 、 応 募 す る こ とが 可 能 で あ る。学 校 の英 語 授 業 の 教 師 と して 韓

国 人 の 先 生 と一 緒 に授 業 をす る こ と と な り、 契 約 期 間 は1年(52週)で あ る39。

こ の 資格 条 件 か ら分 か る よ う に、 韓 国 の学 校 の英 語 教 育 で は、 英 語 が 母 国語 で

あ る 国 の 出 身 で あ る こ とが 求 め られ 、 フ ィ リピ ン人 は学 校 で英 語 を教 え る こ と

が で きな い10。た だ、ネ イ テ ィ ブ ・ス ピ ー カ ーの 数 は 限 られ て い るの で 、幼 稚 園

や プ レ ・ス ク ール 、そ して 農 村 地域 な どの場 合 は 、ネ イ テ ィブ ・ス ピ ー カ ーの 数

が足 りず 、そ こ に、フ ィ リ ピ ン人 女性 た ち が 「英 語 」 とい う資 本 を手 に英 語 教 育

市 場 に 参 入 して くる よ う に な る。フ ィ リ ピ ン人 女 性 が英 語 の 教 師 に な る こ と41

は まだ 一 般 的 な事 例 で は な い もの の42、 い くつ か の事 例 を み て み る と、 以 下 の

通 りで あ るd'3。

まず、 行 政 が フ ィ リ ピ ン人 女 性 を英 語 講 師 と して 活用 す るケ ー スで あ る。国

際結 婚 で韓 国 に移 住 した フ ィ リピ ン人 で あ りなが ら、 韓 国 の フ ィ リピ ン人 女 性

の コ ミュ ニ テ ィ を 調べ たAさ ん に よる と、 あ る農 村 地 域 で は結 婚 で 入 っ て き た

フ ィ リ ピ ン人女 性 た ち をPPT(PersonalPracticeTraining)を 受 け、 郡 で 定 め

た基 準 を満 た した フ ィ リ ピ ン 人女 性 を小 学 校 で教 え る資 格 を付 与 して い る。ネ

イ テ ィブ ・ス ピ ー カ ー が入 らな い 田舎 の地 域 で は、 地 域 に い る 人材 を活 か す 方

法 と して フ ィ リ ピ ン 人女 性 た ち を英 語 の教 師 に して い るの で あ る。また 、 そ の

女 性 た ち は 自分 た ち で グ ル ー プ を作 り、 授 業 方法 を互 い教 え合 う こ とで 、 自 ら

の授 業 ス キ ル を 高 め て い る44。英 語 教 師 とい う職 に就 き、 学 校 で先 生 と して 教

え られ る こ との 意 味 は大 きい ので あ ろ う。地 域 社 会 の ニ ー ズ と結婚 移 民 の フ ィ

リ ピ ン人 女 性 た ち の ニ ーズ とが 、郡 とい う地 域 行 政 が 仕 組 み を作 る こ と に よ っ

て 同 時 に満 た さ れ 、実 現 で きた 事 例 で あ る。

この よ うな 農 村 地 域15以 外 に、 首 都 圏 の近 隣地 域 に お い て も、 よ り安 い 費 用

で英 語 を学 び た い 人 た ち が フ ィ リピ ン人講 師 を 求 め て い る。次 は佃 人 で 英 語 を
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教える場合である。

来韓して13年 となるBさ んは、韓国人男性と結婚 したことを機 に1999年 に来

韓、2005年 から英語を教えている。多 くのフィリピン人女性たちが塾や会社に

属 して英語を教 えているのに対して、彼女の場合は、インターネットの求人情

報をみて英語講師の職を得た人である。ネットで探 した英語塾に面接をうける

とす ぐ採用され、1年 間働 きながら韓国人に英語を教えるコッをつかむことに

なる。その後はチューターとして生徒を募集 し教えることとなるが、2011年 に

韓国国籍を取得した後は、英語塾に雇われ、今は幼稚園とオンライン授業、個

人授業で英語を教えている。人材派遣会社からの派遣より彼女の時給のほうが

高い。英語の教授法に関しては、独学で身に付けたが、フィリピン人女性たち

に英語の教え方を教えるなどしている。英語講師以外に多文化教育講師として

も活動 している。英語講師は工場で働 く場合に比べて断然給料は高く、仕事に

ついても満足 していると話 していた。子 どもを3人 持つ彼女の家庭言語は英語

と韓国語であ り、子 どもにもできるだけ英語を使っている46。

これに加えて、中央政府機関の政策を活用して社会的企業を作 り、フィリピ

ン人女性の英語講師の活動の場を提供する事例 もみられる。

外国人女性の就業は李明博政権において重要な成果指標の1つ で47、就業 を

支援する事業は、女性家族部や雇用労働部か らも取 り組んでいる。女性家族部

と雇用労働部が共同で運営 している 「女性が新 しく仕事をするセンター」では、

結婚移民女性 インターン制度を実施、2010年 には10の 自治体で19の センター

が開設され、19プ ログラムが運営 されたが、2011年 には15自 治体で25の セン

ターが開設 している。美容や料理などの職業教育訓練プログラムや職務能力向

上教育が行われている。また、多文化家族支援センターでは、多文化家族就業

連携支援事業 を実施 し、多文化家族就業能力向上教育や求職相談、就業斡旋、

情報提供などの就業支援 をしている。さらに、雇用労働部運営の 「就職成功パッ

ケージ」では、貧困層を対象 としているが、貧困層の移民女性たちをも支援対

象とし、1年 間総合的な就業支援を実施 している48。このように、様々な就業支

援が行われている中で、雇用労働部から2010年7月 に社会的企業の認証を受け、

結婚移民女性たちに安定的な什事を提供すると同時に、良い質の外国語教育を
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手頃な料金で提供している教育文化専門の社会的企業 「Talk,Play,Learn事 業

団」を運営 しているのは、釜山女性社会教育院である。

社団法人釜山女性社会教育院では、2008年 に労働部の支援を受けて、結婚で

入ってきた外国人女性が母国語を韓国人に教える専門講師課程を企画 し、それ

を母体に社会的企業 「Talk,Play,Learn」 が誕生 した。外国人女性には安定 し

た仕事を提供 し、受講生には手頃の料金でよい外国語教育が受けられるという

「Talk,Play,Learn」 は、労働部の支援事業で労働部の認証を通 した外国人講師

の養成支援を行い、教授法や言語学、教育学、児童学、韓国語などの科目を約

200時 間で履修 し、3ヶ 月間の外国語講師養成課程を終えた後は総合テス トで

成績がB+以 上の人が外国語講師として活動することとなる。外国語は英語と

中国語、日本語である。個人会話やグループ会話などの会話、住民 自治センター・

社会福祉機関などの機関に出向いていく科 目、遊びで学ぶ子ども英語・日本語 ・

中国語、HSK中 国語があ り、受講料は他の語学学校 に比べて安い。2012年3月

現在、[本 語講師3人 、中国語講師5人 、英語講師はフィリピン入10人 で構成さ

れている49。

すべてのフィリピン人女性が英語講師として活動できるわけではないが、英

語講師として活躍 しているケースが 日本ではあまり見 られないことか ら、在韓

フィリピン人ならではの定住戦略の1つ であるといえよう。

(2)「フ ィ リ ピ ン人 」か ら 「外 国人 」とい う 自 らの ア イデ ン テ ィ テ ィの 再 構 築

川崎 市 ふ れ あ い館 を拠 点 に活 動 して い る在 日フ ィ リピ ン人女 性 の 教 育 活 動 を

み る と、 了 ど もに英 語 を教 え る こ とが み られ る もの の、 主 に フ ィ リピ ン文 化 や

タ ガ ロ グ語 を子 ど もに伝 え る活 動 か ら、 地 域 社 会 で 「「フ ィ リ ピ ン人』と して 生

きて い く」こ とで 自 ら をエ ンパ ワ ー メ ン トし、 主 体 形 成 の ロ ジ ッ ク を手 に して

い た50。そ れ に対 して、韓 国 に い る フ ィ リピ ン人女 性 た ち は、フ ィ リピ ン人 と い

う よ りは 、「外 国 人 」と して 自分 を再構 築 しよ う と してい る。そ の 際 の 重 要 な媒

体 とな る のが 、「英 語 」で あ る。

1990年 代 以 降 の世 界 化 戦 略 の 中 で 重 要1生を 増 して きた 英 語 は 、1997年 の ア

ジ ア 通 貨 危 機 の 後 、 就 職 に必 要 な 能力 の1つ とさ れ、 英 語 を学 ぶ こ とが 社 会 的
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に広まり強まってきたが、2000年 以降に英語幼稚園が登場するなど、英語の学

習年齢は低年齢化 し、子 どもの教育にとって必須のものとなってきている。つ

まり、英語は韓国で安定した地位 を得るための重要な資源となっているのであ

る。この 「英語」はフィリピン人女性に、社会的 ・経済的地位が割と低い韓国人

男性とその家族との関係を再定義する51ことを可能 としている。要するに、「英

語」という文化資本 をもつことによって、韓国人夫や家族 との間の非対称的な

関係が解消 され、対称的な関係へ と再編 されてい くのである。先述 したBさ ん

は、英語講師をしていることに姑が喜んでいて子どもたちの面倒も見てもらっ

ていると話 していた。それに、英語講師で得 られる収入は他の仕事 より高 く、

その管理も白分で行うことができ、経済的白立をも手にすることが可能 となる。

Aさ んもBさ んも家庭言語 として韓国語と英語を使っていて、それは、母親の

英語能力が子 どものアイデンティティに肯定的な影響を与えている52からなの

ではないかと思われる。

そ して、この 「英語」という資源は、フィリピン人というよりは 「外国人」と

しての自分の再構築を伴 うものでもある。結婚移住女性の多 くを占めるのは韓

国より経済的に豊かではない場合が多 く、結婚で入ってきた人たちには、お金

のために韓国にきたというステレオタイプが付きまとうことから、結婚移住女

性たちが同国の女性たちによって 「他者化」される傾向もみられている53。この

ような否定的なレッテルを 「英語」のできる人になることによって優位な地位

を確保することを可能とし、つまり、「豊かな国の韓国男性 と結婚するために来

た貧 しいフィリピン女性ではなく、韓国の人々が大事な文化資源とみなす 「英

語を駆使する外国人』」54と定義 し直すことが可能 となるのである。

「英語」という文化資本と 「英語のできる外国人」としてのアイデンティティ

の再構築 は、韓国社会が目指 している「グmバ ル人材」と相通ずるものであ り、

社会的弱者で周辺的な地位に追いやられる恐れのあるフィリピン人女性が、家

父長制社会の中で社会の一員として社会に参加 し教育に関わらせる道筋 を提供

して くれるのである。これは、母語 と母文化を資源に活動 している他の外国人

女性たちとは違うものであ り、さらに、英語という文化資本を持たないフィリ

ピン人女性たちとのギャップを生み出しているの もまた事実である。講師とい
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う社会的地位への評価 も加わって、「多文化家族」のレッテルを 「グローバル人

材」へと置 き換えることを試みているのである。ただ、英語講師として活動で

きる事例が、一部のフィリピン人女性たちに限定 していることや、英語講師で

活動 している在韓フィリピン人女性の当事者 インタビューが充分にできなかっ
ヘ へ

たことから、韓国社会における結婚移住女性たちの1つ の定住戦略の試論とし

てさらなる調査を重ねていく必要がある。

4.お わ りに

韓国の多文化政策の進展の中で、韓国社会に入ってきた外国人女性たちを、

その母語や母文化を活かす方向で社会の人材に養成 し活動する場を提供するこ

とは、多文化社会化への大 きな柱の1つ になっている。しか し、母語 ・母文化を

川いる外国人女性たちに対 し、フィリピン人女性たちは、母語・母文化 よりは「英

語」を全面的に出す戦略を用いる動きがみられた。このような戦略は、在韓フィ

リピン人女性たちに在 日フィリピン人女性たちとは異なる社会や教育の関わり

方を可能 としている。フィリピン人女性のステレオタイプを崩 し、「フィリピン

人」として地域社会に生 きてい く在日フィリピン人に対 して、結婚移民女性、

多文化家族 という社会のレッテルを、「英語」の駆使できる 「外国人」として自

らのアイデンティティを再構築 することで、周辺的な位置に置かれていた白分

の社会的地位、家庭内での地位を逆転させているのである。

その背景には、英語教育に熱心な韓国ならではの教育事情があるにせよ、「英

語」の文化資本を積極的に出すことによって、 自らの社会的地位、社会的認識

だけではな く、その子 どもをも 「グローバル人材」に位居付けしようとする動

きが、韓国の多文化社会化への流れの中でみられる。つまり、在日コリアンの

公民権運動 という土台の上で自らのエスニシティを活かし、地域多文化教育の

活動の一旦を担 う動 きがみられる日本の状況に対 して、当事者による公民権運

動のなかった韓国社会では、多文化教育の政策の中で自らのエスニシティより

は英語や 「外国人」というアイデンティティを教育 との関わり方から再構築 し

ている様子がみられた。

韓国では、それまで 「福祉的視点」から教育を受ける受動的な存在 に留まっ
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ていた外国人女性たちを、「グローバル人材」としてバイリンガル教育講師や多

文化教育講師として活躍している場而が増え、国の制度の中で外国人女性たち

が教育活動をしていく土台が生まれてきている。それが、 どのように地域社会

で彼女たちの主体的な地域多文化教育実践 として根差していくのか、考察を今

後深めていく必要がある。さらに、在 日フィリピン人と在韓フィリピン人女性

たちの問でみられる定住先での定住戦略の違いがどのように社会の多文化化に

影響 してい くのかも今後の課題としたい。
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(H-2)ビ ザ で 合 法 的 に働 け る 韓 国 系 中 国 人 と違 っ て 、 他 の外 国 出 身 の 家 事 労 働 者 は

不 法 で あ る。東 亜 日報(2012年2月21日 付)よ り.フ ィ リ ピ ン人 女 性 の 家 事 労 働 者 の

求 人 は、 専 門 的 に 紹介 す る紹 介 所 と と も に主 に ネ ッ トで 行 わ れ て い る。代 表 的 な の

は 、ナ ニ ー ・ジ ョブ ズ(http://www.nannyjobs.co.kr)で 、他 に も2009年 に で きた フ ィ

リ ピ ン人 家 事 労 働 者 専 用 の サ イ ト(http://ph.nannyjobs.co.kr)、 ネ ッ ト上 の カ フ ェ

(htpp://cafe.daum.net/nannyjob/)が あ る。

22フ ィ リ ピ ンへ の 韓 国資 本 や韓 国 人 の流 入 は 、2000年 代 以 降 に急 速 に拡 大 し、2006年

以 降 、 韓 国 人 は フ ィ リ ピ ン を訪 問 す る外 国人 の 巾 で 一 番 多 い,韓 国 人 の フ ィ リ ピ ン

訪 問 人数 は 、1998年 の6万3千 人 か ら2008年 に は そ の10倍 の61万2千 人 に 増 加 して

い る。PIO(習 「辛国 週 号 刈 碧喜01手 ○『思91左 号7}司 奄 印 州 毛}尋 魁 干 」「暑 窄}叫入10}

q子 」20{2互(キ ム ・ ドン ヨプ 「フ ィ リ ピ ン国 際 結婚 移住 女 性 の超 国 家 的形 態 に 関

す る研 究 」『東 南 ア ジア研 究』20巻2号),2010年,p.49.

23金 命 貞 「フ ィ リ ピ ン人女 性 の 主 体 性 確 立 と コ ミ ュニ テ ィ形 成 一 地域 教 育 活 動 を事 例

に一 」『人 文 学 報 』No.456(首 都 人 学 東 京 都 市 教 養 学 部 人 文 ・社 会 系 、東 京都 立 大学 人

文 学 部)、2012年 、pp.13-15,

24例 えば 、バ ク ・ヘ ギ ョ ン と イ ・ジ ェギ ョ ンが 行 った イ ン タ ビ ュー 調 査 に参 加 した6人

中 統 一 教 会 で 結 婚 した 人 は2人 、恋 愛 が1人 、友 達 の紹 介 が2人 、仲 介 業 者 が1人 で あ っ
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た。叫司ぞ ・01スη石 「望剋芒冠叫皇呈λ101手 石薯91唄 翌 一ぐ}琴91週 司羽 石薯ol手

ol想q入 圏1{}号 ・習皇 呈」『7ド弄叫 呈重}』刈22唱4互(バ ク ・ヘ ギ ョン、イ ・ジェギ ョ

ン 「脱貧 困戦 略 として の移住結 婚の逆説一韓 国のフ ィリピン結婚移住女性 の事 例 を

中心 に一」『家族 と文化」第22集4号),2010年,

252009年 全国多文化家族実態調査 において、 日本 人の7割 が、フ ィリピ ン人の3割 が宗

教機 関を通 じて配偶者 に出会 ったと答 えていた。招念遭,翌 暑を,碧 フ1組,。1司碧91

『2009遇 週河Ll斗{}重丁7}一等杢1剛呈入}一望〒一』旦 君昇ス1升等早'TT明 想早'S}旦 君

入団q子 週(キ ム・ス ンク ォン、ソル・ドンフ ン、チ ョン・ギ ソン、イ・ヘギ ョン他 『2009

年全 国多文化家族実態調査研究』保健福祉家族 部 ・法務 部 ・女性 部 ・韓国保健社会研

究 院),2010年.

26韓 国で韓 国人男性 と外 国人女性 との結婚 が多 くな り始め るのは、1980年 代後 半か

らであるが、この時期 は主 に統 一教 会に よる結婚が多 く行われていた。統一教会 は、

1980年 代末か ら韓国の農村青年 と口本人女性の国際結婚 を進め、1988年10月 に6,500

組 が結婚 を してい た。1992年 に韓 国 人男性 と結婚 した外 国人女性2,057人 の中で 日

本 人女性 は1223人 であ ったが、韓 国におけ る国際結婚 の初期段 階では統一教 会が

行 った韓国人男性 と口本人女性 との 国際結婚 が多か ったのであ る。金 奄弁 「到号剋

岳 杢10手 早暑 酬 詮号斗 刃暑 一覗 司剋 。1想暑z・ 醤皇呈」『ス隠 朴 斜 ス隠 暑司.』

8週2立(ユ ン ・ヒ ョンス ク 「外国 人出身農村 主婦たちの葛藤 と適応一 フ ィリピン人

女性 を中心に一 」「地方史 と地 方文化』8巻2号),2005年,pp.299-300.ま た、キム ・

ドンヨプ もフ ィリピン人女性 の場 合 も1980年 代 か ら宗 教団体の結 婚斡旋 プロ グラム

を通 して韓 国に移住 してい ると している。キム ・ドンヨプ,op.C2f.,p.32.

27バ ク ・ヘギ ョンとイ ・ジェギ ョンの調査 対象 者の一 人だ った リナは統 一教会の結婚

募集女性 に誘 われて韓 国人男性 と結婚 したと話 してい た。

28延 世大学金 賢美教授 聞き取 り調査(2012年7月30日)よ り.

29フ ィリピン人女性の場合、統一教 会や カ トリック教会 を通 して接触 する ことが容易

である。ユ ン・ヒ ョンスク,op.C2t.,p.306.

30辻 本登志子 「松下 国際財 団アジアスカラシ ップ韓国留学(2003～2005年)成 果報告書」

松下 国際財 団(現 松下幸之助 国際ス カラシ ップ),2005年.

31佐 久間孝正 は、日本における国籍取 得について 「国籍取 得は、もっぱら帰化す ること

と同様 に使用 されてお り、帰化 の条件が他国 より厳 しいの も、外 国人 を 『口本人の よ

うに』するこ と、すなわち 日本人に 『自然」に 『馴化」『同化』す ることと結びついて

いる」と指摘 する。佐久聞孝正 「在 日コ リア ンと在英 アイリッシューオー ル ドカマー

と市民 としての権利一』東京大学 出版会,2011年,p.163.

32フ ィリピン人の中で 国籍取得者(婚 姻帰化者)は5,134で 、 国籍取得 を していない結

婚移民者 が8292人 であ ることを考 える と、約4割 の人が韓 国国籍 を取得 してい るこ

とが分か る。行政安 全部多文化社 会支援チ ーム 「2012年地 方 自治団体外 国人住民現
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況調査結果」より.

アナベル さんの場合 は、外事 課の特任警察官 として働 いてい るが、そ れまで英語 や

日本語 などの言語話者 が対象だ ったのが、 タイやベ トナムな どの少数言語話者 も対

象 となった ことか ら受験 し、2009年に採 川 され、現 在安iil市で働 いている。アナベル・

カス トロさん聞 き取 り(2012年7月31日)よ り.

フィリピ ンが英語 を共 用語に してい るこ とか ら、業者 が仲介す るときの謳 い文句 に

「2世の英語 勉強、フィリピン人新婦 な ら心配あ りませ ん」を掲 げているな ど、英 語を

重要視 している韓国社 会 において、フィリピン人女性 との国際結婚 に 「英語 」とい う

変数が影響 してい ると思われる。キム ・ヒョンギ ョン他は、フ ィリピン人女性 のほ と

ん どが フィリピ ン語以外 に英 語 を使用 して いるこ とか ら子 どもの教育 にも役立つ と

い う点 を仲介業者 が強調 してい ることか らも、 フ ィリピン人女性 との結婚が大 きく

増加 してい るとしている。召司 を ・杢1暑手 「週 司副 望善01手(判 想91耐 号 望善 想暑

醒・ぽ(¶豊魁q〒 一」『軋号ス関 λ圃 想讐斗叫ス1』19{4互(キ ム ・ヒ ョンギ ョン、シン・

ドンジュ 「フィリピン結婚移住女性の韓国結婚生活現状 に関す る研究 」『韓 国地域社

会生活科学誌』19巻4号),2008年,p.520.

ソ ・ウン ドクは、 フ ィリピ ン人女性が他の 国出身の女性 た ちに比べて学歴が高 く職

業 も専 門職 出身が多 い ことか らプラ イ ドも高 い と指摘 している。杢喜円 『召薯 。1望

ス}°1を薯 司号 州 司ス1ゼ閣脅皇剋州 糾耐(ヨ子』忍叫司司.皿司朴 科♀1告呈(ソ ・ウ ン

ドク 「結婚移民者 の結婚適応 に関す る影響要 因 に関す る研 究』新羅 大学修十論文),

2006年,p.67.

フィリピン人女性は、ほ とん どが高校以上 の卒業 者で(キ ム ・ヒ ョンギ ョン、シン・

ドンジュ,op.C2t.,p.520.)、 ユ ン ・ヒ ョンス クが行 った フ ィリピン人女性20人 を対象

とした調査 において も、そ のほとんどが教育水準が高 く、すべ て高校卒業以上で、そ

の中で3人 が英語講 師を していた。ユ ン・ヒ ョンスク,op.Ctl.,p.313.

在 韓外国人 に関連 した活動 をしてい る団体の人 々か ら、「フ ィリピン人女性 たちが他

の外 国人 に比べて経済的 自立が高い」と何度か聞いた ことがある。

2012年3月 か らはCPIK(ChinesePrograminKorea)が 始 まり、中国人の ネイテ ィブ・

ス ピーカーを韓国に招 き教育現場 で活用 してい く事業 として2012年 度か ら200人 規

模で開始 された。2012年3月29日 教 育科学技 術部報道資料 より.

延世大学金賢美教授聞 き取 り調査(2012年7月30口)よ り,

EPIKに 関す る情報 は、国立国際教育院のウ ェヴ ・ペー ジ(http:んwww.niied.go.kr)

とEPIK専 用の ウェヴ ・ペー ジ(http://www.epik.go.kr)か ら引用 した。

クル ス(Cruz)在 韓 フィリピン大使は、結婚移民者な どが英語 の教 師を してはいるが、

英語 の教 師 として雇 われ来韓 する フィリピ ン人はい ないと した。なぜ なら、韓 国で

英語教 師 として雇われ るには、次の3つ の要件一①英語 が公用語 である国の 出身者

であ ること、② 英語を教える学位(ELS)を 持っている こと、③ 韓国 と出身国 との問
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にFTAが あ ること一 が必要だが、フィリピンはFTAが ないの で、英語教師 として雇

用され韓 国に来 るこ とはで きない とい う。2012年7月29目 に韓 国恵化洞 にある カ ト

リック教会 に行 った ときに偶然 クルス(LuisT.Cruz)在 韓 フ ィリピン大使 と会 うこ

とがで き、お話 を聞 くことが できた。

41英 語 講師 と して働 ける ことは、 フ ィリピン人女性 に とって韓 国に行 く理巾の1つ に

もなっている。例 えば、チ ェ ・オクヒらによる研究で は、調査対象の15人 の中で3人

が英語 講師を してお金 を稼 ぐこ とがで きる と聞いた ことか ら韓 国に来る ように なっ

たと答 えていた。刈書 司 ・菩 冠○ト71・舎昇 司 「裂司週 石専01予61碧91石 尊 剛石叫 琶

号 組 量尋7}碧 想暑 皿葺川 喜州a}暑 州司 望干」「量琴 ノ漢}斗 司一ス1』剛20遇2互

(チェ ・オ クヒ、ホ ン ・ダラギ、ソ ン ・ボクヒ 「フィリピン結婚移住女性の結婚背景 と

出国前 の韓国家庭生活の教育 内容 に関す る探索 的研 究」『韓 国生活科学誌』第20巻2

号),20111d,p.334.ま た、ソン ・ソ ンフ ァらの研究 において調査対象 と してい た15

人 巾10人 が英語講師 と して活動 してい た。舎組糾 ・魁互ス}「碧 司塑 召薯01手 明想到

ス}t「誓舟 石制 『碧忍在 重叫到ス1」刈20旭X112s_(ソ ン・ソンファ.ア ン・ヒョジャ「フィ

リピ ン人結婚移 住女性の子女養育経験」『精神看護学 会誌』第20巻 第2号),2011年,

p.lrO.

42江 原大学 キム ・ミンジ ョン教授 聞き取 り調査(2012年8月1日)よ り.

43本 節 におけ るデー タは、2012年3月6日 の釜 山女性 社 会教育 院の 聞 き取 り調査 と、

2012年7月29口 か ら8月3口 まで に行 った韓 国在住 のフ ィリピ ン人女性 た ち と在韓

フ ィリピン人女性 を研 究 している韓 国人研 究者 たちの聞 き取 り調査 か らの ものであ

る。

44Aさ ん聞 き取 り調査(2012年7月30目)よ り.

45中 尾美 知子に よると、韓 国の農村 地域 であ るN市 の結婚移民者家族支援 セ ンターが

力 を入 れている事業 の1つ であ る 「原語民講師」には実際 に英語 を公用語 とす るフィ

リピ ン人女性 で大卒者 の中か ら選抜 され ているという。中尾美知子 「韓国の 『結婚移

民者』にみる流動 と定着 」『岩手県立大学社会福祉 学紀要」第12巻 第2号,2010年,P.47.

46Bさ ん聞 き取 り調 査(2012年8月1日)よ り.

47国 家平生教育振興 院中央多文化教育 センター ・朴 セボム さん聞 き取 り調査(2012年7

月31円)よ り.

48召 曽司1Q『 導薯01望ol想 司脅司薔 司唱jl音 導週 ー ユzuR川 世 望〒一』(月層7}等 早 ・

を71三 フ㌃否01碧q子 射(キ ム ・ヨ ンへ他 『結婚移民女性 の適 合職種 職業教育訓練 プ

ログラムの開発研究』女性家族部 ・京畿道家族女性研究院),2011年.

49英 語講 師を フィリピン人 に した理 由について、 フィリピ ンが英語 の公用国であ るこ

とや、 欧米か らきた ネイテ ィブ ・スピー カーに比べて フィリピ ン人は 自力で英語講

師の職 を探 す ことがで きないこ とか ら、事 業の対象 としてフ ィリピン人に した経緯

が ある とい う。講師 は韓 国人男性 と結 婚 したフ ィリピ ン人女性9人 と韓 国人 と結婚
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した フィ リピ ン人男性1人 で構成 され、9人 が短大以上 の大 卒であ る。事業 団の担 当

者の話 による と、韓 国では電話英語 などで フ ィリピン人 と英語で会話 をす るこ とに

抵抗感がな く、また、フ ィリピ ン人であるこ とが 分か ると、子 どもに英語 を教 えてほ

しい と頼 まれるこ とも多い ようで、事業 団で英語 講師 として養成 した人が養 成課程

を終 えた後、塾な どの英語講師に働 くに行 くケース もある とい う、

50金 命貞:2012年,pp.11-13.

51ユ ン ・ヒョンスクも、英語 とい う文化 資本を フィリピン人女性 が 「自らの社会 的地位

と経済力 を高め、家族 関係 を再定義す るの に も用 いる」とす る。つ ま り、英語 能力 が

非常 に重 要な韓 国社 会で フィリ ピン人女性 たち は英語 能力 を用い て経 済活動 を し、

家族 の中での地位や役 割 を交渉す る ときに重 要 な資源 として使川す る としてす る。

ユ ン ・ヒョンス ク,op.cit.,pp.326-327.

52ソ ン ・ソンファ,ア ン ・ヒョジャ,op.C2r.,p.174.

53延 世大学金賢美教授聞 き取 り調査(2012年7月30口)よ り.辻 本登志子 も 「フィ リピ

ン ・コミュニテ ィの内部では一般的 に宗教 団体 や結婚 仲介会社 を通 じて韓 国男性 と

結婚 した女性 た ちは 「お金 か市 民権の ために韓 国人 と結婚 した打算 的な女性』 とし

て否定的 に認識 され」、恋愛 関係 の延長線上 に韓 国男性 と結婚 した場合、女性 に対 す

る差別がほ とん どない」としてい る。辻本 登志子:2006年,op.CZt.,p.268.ま た、フ ィ

リピンで 出会ったカ ップルは、 自分 たちは愛 で結婚 した ことを強調す るこ とで韓 国

で知 り合 った カップル と差異 化 しようとす るのだ とい う。江 原大学 キ ム ・ミンジ ョ

ン教授 聞 き取 り調査(2012年8月1日)よ り,日 本 ではエ ンターテ イナー出 身と 自分

との他者化 を図っていたのに対 して、韓 国では結婚移民 や業者 を通 じた結婚 した女

性 との他者化が進んでい るのである。

54ユ ン ・ヒョンス ク,op.C2t.,p.328.

*2012年7月29日 から8月3日 にソウル首都圏で得たデータは、金命貞(首 都大

学東京)、高畑幸(静 岡県立大学)、辻本登志子(韓 国 ・聖公会大学)の 共同作

業によるものである。

*平 成22～24年 度科学研究費補助金若手研究(B)「 韓国多文化教育政策の形

成と展開に関する実証的研究」の研究成果の一部である。


